
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

基盤研究(C)

2014～2012

現代インドにおける都市村落混住地域とグローカルネットワーク－社会空間の視点から

Rurban Areas and Glocal Networks in Contemporary India: Perspectives from Ideas of 
Social Space

３０４５２４４４研究者番号：

常田　夕美子（Yumiko, Tokita）

大阪大学・グローバルコラボレーションセンター・特任准教授

研究期間：

２４５２０９１１

平成 年 月 日現在２７   ５ ２０

円     4,100,000

研究成果の概要（和文）：　本研究では、現代インドにおいて急激に増えている「都市村落混住地域」（rurban、以下
ラーバン）において、都市的な自律的モビリティと村落的な共同態的関係を接合した、新たな社会実践と空間構成のパ
ターンがつくられる過程を明らかにした。ラーバンは、村落・都市・海外の間を循環する人、モノ、カネ、情報の動き
を接合し、多元的な社会集団が混住する場であり、現代インドの社会的動態を探究するのに最適のフィールドである。
本研究では、異質なものを媒介する＜社会空間＞という視点から、ラーバンにおける人とモノの配置秩序の構築過程を
分析することによって、現代インドのグローカル化の動きを理解することを試みた。

研究成果の概要（英文）：The present research examined the emergence of new patterns of social practice 
and spatial configurations in rapidly increasing rurban areas in contemporary India. Rurban is an area in 
between the rural and the urban that links villages, towns, cities and overseas, and enables the 
circulation of people, things, money and information between these diverse areas. It is also a place 
where a variety of people of different classes and castes reside. I employed the analytical perspective 
of social space to explore how people and things were located and given new meanings in processes of 
glocalization in India today.

研究分野： 文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
 現代インドの動態を理解するためには、村
落と都市の関係の再編過程を検討すること
が重要である。従来の研究では、村落と都市
の対比を前提として議論されてきた。村落は
伝統が維持される共同体のしがらみが強い
場所として、都市は近代的な発展や自由を可
能にする場としてとらえられ、村落から都市
への急激な移住が注目されてきた[Parry 
2003] 。さらに、経済成長にともない、都市
と村落の間に格差が拡大しているという問
題も指摘されてきた。 
 しかし、インドの都市化のペースは、世界
の他の地域と比較すればゆっくりとしてお
り、都市人口比率は、現在の約 30%（世界全
体は 50%）から、2050 年においても約 50%（世
界全体は 69%）にとどまると予測されていた
[United Nations 2010]。また、グローカル
化する世界を分析するためには、村落／都市
という二分法には限界があった。 
 そうした背景のなかで、現代インドで注目
すべきは、村落と都市の間をつないで急速に
広がっている「都市村落混住地域」（rurban、
以下ラーバン）であり、その発展にともなう
村落と都市の関係の変容、および多元的な社
会集団の混住状況である。 
 現代インドの村落／都市関係の再編に関
する研究において、地理学や建築学は、地域
構造や人口分布の分析から空間変容に着目
し [澤 2010]、人類学や社会学は、家族、親
族、ジェンダー、カースト、宗教コミュニテ
ィの再編成にもとづく社会関係の変容
[Seymour 1999]に注意を向けてきた。 
 しかし、近年の研究では、さまざまな新た
な社会関係が、人びとの空間的な相互作用を
つうじて構築されるということが注目され
ている [De Neve & Donner 2006]。つまり、
空間の再編と社会関係の変容は切り離すこ
とができないもので、両者を総合的に検討す
ることが必要である。 
 私は、これまで、現代インドにおける家
族・親族ネットワークの再編成を検討してき
た。そこで明らかになったのは、人・モノ・
カネ・情報という「物質＝記号」[Marriott & 
Inden 1977]を密接にやりとりするなかで、
個人の身体が家族・親族と親密につながった
ままで、自由に移動することが可能になって
いるということである。物質=記号の共有に
よって広がっていく親密ネットワークは、現
代インドにおいて、村落、都市、海外という
多様な場所をリンクし、人やモノの移動とい
う社会経済的動態の基盤となっている。さら
に、昨今のフィールドワークから、こうした
親密ネットワークを空間的に支える場とし
てラーバンが重要であることも分かってき
た。  
 現代インドのラーバンは、都市と村落を空
間的にも価値的にも媒介するだけでなく、複
数の親密ネットワークが交差し、多元的社会
集団が混住する地域である。カースト、宗教、

階層などの異なる人びとが、共に住むための
日常的な社会秩序を構築する過程は、空間構
造あるいは人間関係のどちらかだけをみて
いても分からない。新たな社会実践とネット
ワークのパターンは、その場その場の人とモ
ノの配置と相互作用をつうじた「物質＝記
号」の交換と分離のなかで不断につくられて
いく。 
 そこで本研究では、＜社会空間＞という観
点から、現代インドにおけるラーバンを描
写・分析しようと試みた。社会空間とは「人々
の生きる生活の現場において、異質なものが
共存する」場であり、身体を介した日常的実
践の場である[西井・田辺 2006: 1-2]。本研
究では、村落、都市、海外の間を循環する人、
モノ、カネ、情報の動きが、ラーバンという
新しい社会空間を形成している様子に注目
し、そこで混住する多元的社会集団の共生と
対立の諸相を明らかにするなかで、現代イン
ドにおけるグローカル化の動態を解明しよ
うとした。 
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２．研究の目的 
 本研究の目的は、現代インドにおいて急激
に増えているラーバンにおいて、都市的な自
律的モビリティと村落的な共同態的関係を
接合した、新たな社会実践と空間構成のパタ
ーンがつくられる過程を明らかにすること
である。ラーバンは、村落・都市・海外の間
を循環する人、モノ、カネ、情報の動きを接
合し、多元的な社会集団が混住する場であり、
現代インドの社会的動態を探究するのに最
適のフィールドである。本研究では、異質な
ものを媒介する＜社会空間＞という視点か
ら、ラーバンにおける人とモノの配置秩序の
構築過程を分析することによって、現代イン
ドのグローカル化の動きを理解することを
試みた。 



 
３．研究の方法 
 本研究は、日本での文献研究および現地
（インド・オディシャー州）でのフィールド
ワークをつうじて行った。現地調査では、（1)
ラーバン形成の空間史、（2) ラーバンにおい
て混住する多元的社会集団の共生と対立の
諸相、そして、（3) 社会空間としてのラーバ
ンを拠点とした都市と村落をつなぐグロー
カルネットワークの動態を明らかにするた
めに、①調査地域の空間史マッピングをし、
②ラーバン在住のさまざまなカースト、階層、
ジェンダー、年齢の人びとへのインタビュー
と参与観察を行い、③ラーバンを中心とした
人、モノ、情報のネットワークを村落から都
市まで追うことによって、調査を進めた。 
 
４．研究成果 
（1)ラーバン形成の空間史 
 ラーバン形成の空間史としては、オディシ
ャー州クルダー町（人口約 42,530 人）周辺
のＰ村（人口約 4,158 人）Ｋ地区の例が挙げ
られる。Ｋ地区には、様々なカーストや階級
の人びとが混住するが、まずは、当地域にあ
った農村のもともとの居住者で、そこの土地
を所有する多様なカースト集団がある。その
後、1980 年代に投資目的および老後の住居用
に町の周辺に土地を購入、1990 年代に住宅を
建設し、2000 年代以降第二の人生をそこで過
ごす中間層退職者たちが移住している。次に
は、1990 年代後半から 2000 年初頭に、当該
地域に生まれ育った世代が、Ｐ村に土地を購
入し、住宅を建設し、住むようになった。理
由は両親の近くに住めるということと、州都
ブバネーシュワルなどへの通勤の利便性の
ためである。さらに、同地域の借家に住み、
中間層世帯の家事労働を担う農村出身の貧
困層が居住している。 
 
（2) ラーバンにおいて混住する多元的社会
集団の共生と対立の諸相 
 ラーバンは農村と都市を空間的にも価値
的にも媒介する。ラーバン住民たち自身もそ
こは農村でも都市でもないような中間的な
性格を持つと認識している。 
 ラーバンは農村的要素と都市的要素が混
交する場であるからこそ、そこの住民は農村
共同体にあるようなカースト差別に直面せ
ずにすむ一方、都会の無関与・無関心による
孤立感を味あわなくても生活ができ、互いに
適度な距離感を保ちながら暮らしていける。 
 もちろん近所づきあいはカーストや階層
の差異によって選択的になされているが、当
地域に昔から住んでいる指定部族民の藁ぶ
き屋根の家と上位カースト中間層の新築豪
邸とが同じ通りに並んでいる光景は、農村で
はまず見られないし、都市の住宅街でもない
ものだろう。ここでのラーバンは高層集合住
宅が林立する郊外ニュータウン、周辺地域か
ら隔離されたゲーテッド・コミュニティ、旧

来の集落が開発から取り残されるアーバ
ン・ビレッジとは異なる。 
 とはいえ、ラーバンにおける社会関係や住
宅空間配置に問題がないわけではない。ラー
バンには多様なカーストや階層の人々が隣
接し住んでいるが、1980 年代以降にそこの土
地を購入した中間層と土地を売却した下
層・指定部族民の間には、緊張感、相互不信、
腹の探り合いがあり、あまりうちとけた関係
でないことは確かである。 
 
（3) 社会空間としてのラーバンを拠点とし
た都市と村落をつなぐグローカルネットワ
ークの動態 
 現代インドのラーバンは、都市的な個人
性・自律性・移動性・目的合理性と、村落的
な共同性・関係性・定住性・相互扶助・アイ
デンティティという異質な要素が絡まり合
って、それらを媒介し双方を可能にするよう
な新しい生活文化がつくられつつある場で
ある。さらにそこは、カースト、宗教、階層
の異なる社会集団が混住し、新たな日常的な
交流をもつ場でもある。 
 本研究では、ラーバンを村落と都市をつな
ぐ混住的な社会空間として位置づけること
により、いかに異質な関係性や価値が相互作
用しながら、新たなる人とモノの日常的実践
の秩序が構築されているかを明らかにした。
現代インドにおけるグローカル化の過程は、
同質的な規範を共有していくことではなく、
異質なものが異質なるままに、相互関係のな
かに共存していくすべを構築していく過程
である。そうした秩序構築のためには、日常
的実践を組織していく場所が必要であり、ラ
ーバンとはまさにそうした現場である。 
 ラーバンにおいて興味深いのは、男系親族
集団の原則だけでなく血縁関係自体にもと
らわれない日常的なケア関係が構築されて
いることである。そこでは都市的な自律的モ
ビリティと農村的な共同態的関係を接合し
た、新たな社会実践がみられる。ラーバンの
中間層退職者たちは子供たちの世話にはな
りたくないと主張し、都市で働いている息子
たちが彼らを呼び寄せようと思ってもそれ
に応じない場合がよくある。老人が一人暮ら
しをするために、近所に住む未亡人や「出戻
り」などを含む貧困者を家事労働者として雇
い、互いが家族のように振舞っているケース
もある。そこでは社会的弱者を含む相互的な
新たなケアの関係が作られている。 
 現在、ラーバンＰ村Ｋ地区において展開し
ている新たなケア関係の形態が可能なのは、
そこが 1980 年代以降、比較的緩やかに発展
しつつある住宅空間であり、大型マンション
建設などの建設ラッシュがなく、急激な都市
化がおこっていないからだと思われる。住宅
街の規模も小さく誰がどこに住んでいるか
ほぼ皆が把握している。また現在の住民は当
地区に家を建てた人たちからせいぜい三世
代までで、農村のように何世代にもわたる複



雑な家族・親族、カースト間関係に日常的に
は煩わされない。 
 つまりラーバンは社会的にも空間的にも
農村と都市のどちらにも属さない地帯であ
り、多様な人々が農村的な社会構造からはあ
る程度自由な立場で、しかし都市における非
人格的で代替可能な属性に還元されず、自他
の人格的な固有性を維持・尊重しながら共在
できる場なのである。 
 そのような状況は特殊であり普遍化でき
ないかもしれないが、少なくともこの地域で
は農村の共同性と都市の選択可能性のそれ
ぞれのよい側面を用いて新たな関係性を構
築しようとする人々の営みが見られる。 
 従来の研究が、グローバル化と都市化によ
り村落社会の重要性が一方的に低下すると
考えてきたのに対して、本研究では、ラーバ
ンという新たな社会空間が、村落と都市のあ
いだの、人、モノ、カネ、情報の循環を社会
的・空間的に支えていることに注目した。こ
れは、現代インドにおけるグローカルネット
ワークの諸相―村落と都市の連続的媒介―
を明らかにし、そこでの多元的社会集団の具
体的で日常的な関係秩序を解明することが
できた。 
 また、従来の現代社会論がしばしば個人
化・情報化・都市化・脱場所化[オジェ 2002]
を強調するのに対して、今日の社会経済動態
を支えるラーバンにおいて、人、モノ、場所
の不断の再配置と再埋め込みによる日常秩
序の形成過程が重要であることを指摘し、そ
れをグローカル化の過程としてとらえるこ
とは独創的であった。本研究は、近年のネッ
トワーク論や空間・場所論などの新たな発展
をとりこむことにより、現代インド経済の興
隆を支える社会空間的基盤について、人類学
の立場から新たな知見をもたらすことにな
ったと思われる。 
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